
 

 

つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
の
希
望
が
あ

れ
ば
当
分
の
間
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を

保
障
す
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

②
の
要
介
護
１
，
２
の
給
付
見
直

し
や
、
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
原

則
自
己
負
担
化
に
つ
い
て
は
、
新
潟

市
の
軽
度
者
（
要
支
援
１
～
要
介
護

２
）
の
認
定
者
に
占
め
る
割
合
が
６

割
で
、
改
悪
が
行
わ
れ
れ
ば
深
刻
な

影
響
が
出
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
現

段
階
で
は
具
体
的
な
内
容
が
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
国
の
検
討
を
注

視
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。 

③
の
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働

問
題
に
つ
い
て
、
平
議
員
は
「
今
後

も
、
市
長
が
こ
の
間
答
弁
し
て
き
た

『
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ

い
て
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
原

因
究
明
、
総
括
が
欠
か
せ
な
い
』
と

の
ス
タ
ン
ス
を
貫
く
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

篠
田
市
長
は
「
こ
こ
ま
で
く
る
と

そ
れ
で
い
い
の
か
」
と
従
来
の
姿
勢

を
変
え
、
「
柏
崎
刈
羽
原
発
に
は
他

に
な
い
二
つ
の
特
性
が
あ
る
。
①
事

業
者
が
東
電
で
あ
る
こ
と
。
②
電
力

の
ほ
と
ん
ど
が
首
都
圏
に
送
ら
れ
、

生
産
地
と
消
費
地
が
ち
が
う
こ
と
。

現
時
点
で
は
、
事
業
者
が
東
電
で
あ
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る
こ
と
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
は
得

が
た
い
と
思
う
。
将
来
的
に
は
必
ず
廃

炉
の
課
題
が
生
じ
る
。
柏
崎
刈
羽
原
発

に
お
い
て
世
界
で
最
も
安
全
な
廃
炉

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
原
子
力
の
分
野

で
世
界
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

篠
田
市
長
は
「
将
来
」
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
ま
す
が
、
廃
炉
に
言

及
し
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。 

         

「 

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

の
家
賃
助
成
を
検
討
す
る
」
と

の
答
弁
ひ
き
だ
す 

 

飯
塚
孝
子
議
員
は
、
①
高
齢
者
の
貧

困
に
対
応
す
る
福
祉
施
策
の
拡
充
に

つ
い
て
、
②
低
所
得
者
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
減
免
施
策
の
拡
充
、
③
安
心
し

て
産
み
育
て
る
た
め
の
施
策
の
拡
充
、

④
子
ど
も
の
健
康
実
態
か
ら
の
課
題

の
改
善
策
、
⑤
は
な
み
ず
き
コ
ミ
ュ
ニ
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９
月
議
会
の
論
戦
は
じ
ま
る 

― 

平
あ
や
子
議
員
、
飯
塚
孝
子
議
員
が
一
般
質
問 

―  
 

テ
ィ
ハ
ウ
ス
利
用
者
駐
車
場
の
恒
常

的
確
保
―
の
５
項
目
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。 

①
の
高
齢
者
の
貧
困
対
策
で
は
、

飯
塚
議
員
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
や
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
家
賃
助
成
制
度
の
創
設
を
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
佐
藤
福

祉
部
長
は
「
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性

が
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
家
賃
助
成
に
つ
い
て
、
他
都

市
の
状
況
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 全
員
給
食
実
現
へ 

中
学
校
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
代
金

の
支
払
い
方
法
改
善
を
検
討 

④
に
つ
い
て
、
飯
塚
議
員
は
「
中

学
生
の
貧
血
、
低
栄
養
は
学
校
給
食

で
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
が
、
ス
ク

ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
中
学
校
給
食
の

利
用
率
は
６
９
％
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
背
景
に
は
、
要
保
護
・
準

要
保
護
生
徒
の
プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド

利
用
に
よ
る
入
金
（
前
払
い
方
式
）

に
課
題
が
あ
り
、
全
員
給
食
に
至
っ

て
い
な
い
。
学
校
給
食
を
全
生
徒
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
条
件
整
備
を
す

べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

前
田
教
育
長
は
「
要
保
護
・
準
要

保
護
世
帯
に
つ
い
て
も
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
事
前
に
ポ
イ
ン
ト
を

入
れ
た
カ
ー
ド
な
ど
の
支
給
が
で
き

な
い
か
、
関
係
部
署
と
の
協
議
や
他

都
市
の
例
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
  

ず
、
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
の

問
題
も
深
刻
で
す
。
原
発
事
故
に
よ
り

地
域
社
会
は
距
離
で
分
断
さ
れ
、
放
射

線
量
で
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い

た
賠
償
で
分
断
さ
れ
、
人
間
関
係
に
深

刻
な
対
立
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
帰
還

困
難
区
域
は
い
ま
だ
除
染
計
画
も
帰
還

計
画
も
な
い
状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
集
会
で
は
、
憲
法
前

文
に
謳
わ
れ
て
い
る
「
平
和
的
生
存
権
」

を
国
に
護
ら
せ
る
こ
と
を
基
本
的
視
座

に
お
き
、
脱
原
発
を
か
ち
と
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
た
め
の

問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
洋
に

囲
ま
れ
た
日
本
列
島
に
は
永
久
に
枯
渇

し
な
い
豊
富
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば
持
続

可
能
な
自
主
自
立
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く

り
が
可
能
で
す
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に

つ
い
て
、
島
根
大
学
教
授
の
上
園
昌
武

氏
か
ら
は
、「
国
任
せ
」
か
ら
「
地
域
・

住
民
主
導
」
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り

の
必
要
性
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 安

全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
実
現
の
た
め
に
は
、
地
域
・
市
民
共

同
発
電
所
の
よ
う
に
、
風
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
な
ど

を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
住
民

が
利
益
を
得
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で
あ

り
、
自
治
体
や
地
域
の
金
融
機
関
な
ど

と
事
業
体
が
共
同
し
て
地
域
経
済
・
住

民
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
省
エ
ネ
事
業
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
脱
原
発
の
み

な
ら
ず
、
地
域
再
生
へ
の
大
き
な
一
歩

に
な
る
こ
と
を
感
じ
た
集
会
で
し
た
。 

          

「
新
潟
市
の
国
保
を
よ
く
す
る
会
」

に
参
加
す
る
民
医
連
、
新
潟
民
商
、
新

婦
人
新
潟
支
部
、
新
潟
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
４
団
体
は
、
８
月
２
３
日
と

３
０
日
、
国
保
１
１
０
番
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
市
議
団
か
ら
は
、
渡
辺
有
子

議
員
、
五
十
嵐
完
二
議
員
、
飯
塚
孝
子

議
員
、
倉
茂
政
樹
議
員
、
平
あ
や
子
議

員
が
参
加
し
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

国
保
に
関
す
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
対

応
し
ま
し
た
。 

 

◆
野
本
孝
子
議
員
は
、
９
月
末
の
決
算 

審
査
特
別
委
員
会
で
総
括
質
疑
を
行 

う
予
定
で
す
。 

    

 
 

市
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

９
月
５
日
（
月
）
～
２
７
日
（
火
） 

 
 

９
月
定
例
市
議
会 

９
月
２
９
日(

木)
 

～
１
０
月
１
１
日(

火)
 

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

 

 

篠
田
市
長
が 

柏
崎
刈
羽
原
発
の 

「廃
炉
」に
言
及 

 

平
あ
や
子
議
員
は
、
①
昨
年
度
か

ら
の
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
の
影

響
と
市
の
対
応
、
②
こ
れ
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
る
さ
ら
な
る
改
悪
で
あ

る
要
介
護
１
，
２
の
給
付
見
直
し

等
、
③
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
の
市
長
の
政
治
姿
勢
―
の
３

項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

①
で
は
、
来
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
新
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

所
の
経
営
を
圧
迫
し
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
を
も
た
ら
す
緩

和
サ
ー
ビ
ス
Ａ
は
導
入
せ
ず
、
現
行

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
答
弁
は
「
緩
和
サ
ー
ビ
ス

Ａ
は
導
入
す
る
方
向
で
あ
る
が
、
大

き
な
混
乱
が
な
い
よ
う
に
、
す
で
に

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
人
に
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